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募　
　

集

神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

オ
シ
ャ
レ
な

布
ぞ
う
り
づ
く
り
２

日
時　

３
月
18
日（
木
）午
後
１
時

　

〜
19
日（
金
）午
前
11
時
30
分

内
容　

オ
シ
ャ
レ
な
布
ぞ
う
り
づ
く

り
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、
参
加

者
同
士
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

対
象　

一
般（
20
歳
以
上
）

定
員　

25
人（
抽
選
）

費
用　

４
，０
０
０
円
程
度

受
付　

３
月
７
日（
日
）ま
で

申
込
み　

県
立
神
川
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
３
４
４
２

℻  
０
４
９
５
‐
７
７
‐
４
９
０
７

h
ttp
://w
w
w
.gen

ki.sp
ec.ed

.jp
/

kam
ikaw

a

自
衛
官
募
集
案
内

　

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
官
等
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

幹
部
候
補
生

受
付
期
間　

４
月
１
日（
木
）〜

　
　
　
　
　

５
月
10
日（
月
）ま
で

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
22

歳
以
上
26
歳
未
満
の
者（
22
歳
未

満
の
か
た
は
、大
卒
見
込
み
含
む
）

大
学
院
に
お
い
て
学
位
を
受
け
た

か
た
（
取
得
見
込
み
を
含
む
）
に

つ
い
て
は
、
28
歳
未
満
の
者

試
験
日　

５
月
15
日（
土
）・
16
日

（
日
）筆
記
式
操
縦
適
性
検
査（
パ

イ
ロ
ッ
ト
希
望
者
の
み
）

一
般
曹
候
補
生

受
付
期
間　

４
月
１
日（
木
）〜

　
　
　
　
　

５
月
10
日（
月
）ま
で

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

試
験
日　

５
月
22
日（
土
）

予
備
自
衛
官
補

受
付
期
間　

４
月
９
日（
金
）ま
で

応
募
資
格　

①
一
般
＝
18
歳
以
上
34

歳
未
満　

②
18
歳
以
上
で
保
有
す

る
技
能
に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満

試
験
日　

①
②
と
も
に
４
月
17
日

（
土
）〜
18
日（
日
）の
１
日

志
願
書
類
の
請
求
・
お
問
合
せ

〒
３
６
０
‐
０
０
３
７

熊
谷
市
筑
波
３
‐
９
０
‐
１
国
際
ビ
ル
２
Ｆ

埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所

☎
０
４
８
‐
５
２
２
‐
４
８
５
５

第
60
回
記
念
埼
玉
美
術

展
覧
会
作
品
募
集

　

第
60
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会
が
県

立
近
代
美
術
館（
さ
い
た
ま
市
）で
５

月
25
日
〜
６
月
16
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
展
覧
会
へ
の
出
展
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

出
品
種
目　

日
本
画
・
洋
画（
版
画

を
含
む
）・
彫
刻
・
工
芸
・
書(

て

ん
刻
、
刻
字
を
含
む)

・
写
真
の

６
部
門（
各
種
目
に
規
制
制
限
が

有
り
ま
す
）

応
募
資
格　

15
歳
以
上
の
県
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
者（
中
学
生
を
除
く
）

出
品
点
数　

各
種
目
３
点
ま
で

出
品
手
数
料　

１
点
に
つ
き

　
　
　
　
　
　

３
，０
０
０
円

納
入
期
間　

５
月
７
日
〜
９
日

開
催
要
項
・
申
込
書　

県
展
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
町
公
民
館
、
県
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
等
で
入
手
で
き

ま
す
。
郵
送
希
望
の
場
合
は
、
80

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
定
型
サ
イ
ズ
・
縦
23
・
５
㎝
×

横
12
㎝
以
内
）
を
同
封
の
う
え
、

左
記
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.sa

ita
m
a
.

lg.jp

問
合
せ　

埼
玉
県
教
育
局
生
涯
学
習

部
生
涯
学
習
文
化
財
課
芸
術
文
化

推
進
担
当

〒
３
３
９
‐
９
３
０
１
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
３
‐
15
‐
１

☎
０
４
８
‐
８
３
０
‐
６
９
２
１

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ

タ
ー
募
集

　

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
20

歳
以
上
の
か
た
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査（
年
２
回
・
全
員
）・
会
議
出
席

（
年
１
回
・
別
途
）が
可
能
な
か
た

委
嘱
期
間　

６
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　

10
か
月
間

募
集
期
間　

４
月
２
日
ま
で

そ
の
他　

謝
礼
有

問
合
せ
・
申
込
み　

総
務
省
関
東
総

合
通
信
局　

電
気
通
信
事
業
課

☎
０
３
‐
６
２
３
８
‐
１
６
７
６

小林法律事務所

債務整理、自己破産、過払金請求、相続、遺言、成年後見、
離婚、土地建物賃貸借・売買、交通事故、労働問題、刑事事件、
会社取引問題、契約問題、特許、商標、意匠、著作権、その他

〒375-0015　藤岡市中栗須35番地２
☎０２７４－２４－４３１２

http://www.kobayashi-law.com/

群馬弁護士会所属　弁護士　小　林　智　昭
さまざまな問題のご相談に応じます。

広告

広告は、広告主の責任において町が掲載したものです。
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土
器
に
は
そ
の
用
途
か
ら
、
煮に

た炊

き
用
、
貯
蔵
用
、
食
器
類
な
ど
の

供き
ょ
う
ぜ
ん膳

用
、
神
や
墓
な
ど
に
供そ

な

え
る

た
め
の
供

き
ょ
う
け
ん献

用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

土
器
の
起
源
に
つ
い
て
は
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
カ
ゴ
な
ど
の

容
器
を
模
し
た
貯
蔵
用
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
縄
じ
ょ
う
も
ん文

時
代
の
土

器
は
、
最
古
の
段
階
か
ら
土
器
の
表

面
に
ス
ス
が
つ
い
た
深ふ

か
ば
ち鉢

が
あ
り
、

煮
炊
き
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
前
回
紹
介
し
た
縄

文
時
代
の
人じ

ん
め
ん
つ
き

面
付
深
鉢
は
、
貯
蔵
用

の
土
器
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

弥や
よ
い生

時
代
の
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し

て
あ
る
甕か

め

と
壷つ

ぼ

は
、
下
阿
久
原
地
内

の
平

た
い
ら

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、

前
期
の
再さ

い
そ
う
ぼ

葬
墓
（
遺
体
を
い
っ
た
ん

埋
葬
し
、
骨
だ
け
に
な
っ
た
も
の
を

土
器
に
入
れ
て
再
び
土
中
に
埋
葬
し

た
墓
）
に
埋
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
別
の
再
葬
墓
か
ら
出
土
し

ま
し
た
。

　

甕（
写
真
左
）は
、
口こ
う
え
ん縁

部
の
六
箇

所
が
小
さ
く
盛
り
上
が
る
波は

じ
ょ
う状

口
縁

で
、
体
部
上
位
に
工
字
文
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
さ
は
五
三
㎝
で
す
。

　

壷（
写
真
右
）は
、
推
定
高
が
八
〇

㎝
の
大
き
な
も
の
で
、
体
部
径
が
四

八
㎝
、
底
部
径
が
一
三
㎝
で
不
安
定

な
形
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
集
落
は
不
明
な
た

め
、
こ
の
土
器
が
再
葬
墓
用
に
つ
く

ら
れ
た
土
器
な
の
か
、
日
常
生
活
で

使
用
す
る
土
器
を
転
用
し
た
も
の
な

の
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当

　

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
２
５
５
９

　

産
業
構
造
が
変
化
し
、
都
市
化
・

核
家
族
化
が
進
行
し
て
き
た
現
在
、

家
族
内
で
高
齢
の
親
の
生
活
を
支
え

る
「
私
的
扶
養
」
は
大
変
難
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
代
社

会
で
「
私
的
扶
養
」
に
代
わ
る
も
の

は
何
で
し
ょ
う
か
？
毎
月
の
仕
送
り

等
で
補
う
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ

　

年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
届

出
、
ま
た
年
金
請
求
の
際
に
は
、
基

礎
年
金
番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
健
康
課

　

☎
０
４
９
５
‐
７
７
‐
２
１
１
３

支
所　

地
域
総
務
課

　

☎
０
２
７
４
‐
５
２
‐
３
２
７
１

熊
谷
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
８
‐
５
２
２
‐
５
１
５
８

基
礎
年
金
番
号
は
大
切
に

　　

基
礎
年
金
番
号
は
、
20
歳
に
な
り

国
民
年
金
に
加
入
し
た
と
き
や
、
就

職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
た
と
き
な
ど
、
公
的
年
金
に
初

め
て
加
入
し
た
と
き
に
番
号
が
決
め

ら
れ
、
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
加
入
す
る
年
金
制
度
が

変
わ
っ
て
も
、
基
礎
年
金
番
号
は
加

入
歴
な
ど
を
記
録
し
、
あ
な
た
の
年

金
を
守
る
生
涯
変
わ
る
こ
と
の
な
い

大
切
な
「
１
人
１
番
号
」
と
な
り
ま

す
。

ま
せ
ん
。
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
生

活
を
維
持
し
つ
つ
さ
ら
に
親
の
経
済

的
な
心
配
を
し
な
が
ら
暮
ら
す
の
は

難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
こ
で
頼
り
に
な
る
の
は
、
現
役

世
代
が
支
払
っ
た
保
険
料
が
そ
の

時
々
の
受
給
者
の
給
付
に
充
て
ら
れ

る
、
社
会
全
体
で
高
齢
者
を
助
け
合

う
「
公
的
年
金
」
で
す
。

　

年
金
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
る
人

が
い
る
よ
う
で
す
が
、
公
的
年
金
は

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
る

制
度
で
す
の
で
、
私
た
ち
の
年
金
は

確
実
に
守
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え

み
ん
な
が
安
心

公
的
年
金
！

文
化
財
展
示
室
を
見
る
⑭

̶
 

土ど

き器
（
二
） ̶


